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※社会的養護とは様々な事情で本来の家庭で暮らすことが出来ないこどもを
保護者に代わって公的に育てる仕組みです。
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生きる権利 育つ権利

守られる権利
参加する権利

病気の治療、健康の回復、
こどもの命を守る権利

教育を受ける権利、休息や遊ぶ権利、
健全に育つための生活水準の確保

あらゆる形態の身体的・精神
的な暴力、放置、不当な取扱い
や搾取から守られる権利。

自由に意見を表明することができる。
グループを作ったり
集会に参加することができる。

児童の権利に関する条約 4つの柱



養育里親って何をするの？

様々な事情で保護者と暮らせない子どもを、一定期間（子どもが家庭
に戻れるようになるまで、または社会的に自立できるようになるまで）、
自分の家庭に迎え入れて養育します。

子どもは自立しても社会の中で様々な困難に遭遇します。そんなとき、
心の支えになることも必要です。まさに実家の役割を可能な範囲で担う
こともあります。

子どもによっては実親との交流があり、家庭に戻れるように支援して
いくこともあります。

子どもが20歳に達するまで里親として養育していくことができますが、
里親里子の関係がなくなっても支援が可能となっています。
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※欠格事由について

・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わり、または執行を受けること
がなくなるまでの者

・児童虐待又は被措置児童等虐待を行った者 等

養育里親になるにはどうするの？

特に資格はいりませんが、次のような要件があります。

認定要件

・要保護児童の養育についての理解および熱意と、児童に対する豊か
な愛情を有していること

・経済的に困窮していないこと

・都道府県知事が行う養育里親研修を修了していること

・里親本人またはその同居人が欠格事由※に該当していないこと
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里親会が行う里親サロン等、里親同士の支え合いもあります。

養育里親を支援するしくみは？

里子どもの生活費が支給されます。
（乳児約6万円/月、乳児以外約5万2千円/月）

里親手当が支給されます。（1人あたり9万円/月）

子どもの医療や教育にかかる費用を養育里親が負担することは原則
ありません。

児童相談所やフォスタリング機関からの支援を受けることができます。
（家庭訪問、電話相談、里親カフェ等）

一時的な休息が必要な場合、養育中の子どもを施設や他の里親に預け
ることができます。（レスパイトケア）
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里親家庭を社会全体で支えるため、関係機関と連携した取組を進めています。
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とちのきフォスター（里親）を
必要としてる

子どもたちがいます
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